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１．はじめに

　約15000年前を境として日本列島の植生は大きな変化が起きたことが知られている（高原2017）。この植生

の変化は縄文時代草創期の利用植物質食料の内容にも影響を与えたと言われる。中でも「ドングリ」と呼ば

れるコナラ属種実は、縄文時代草創期から出土することが知られており、縄文時代の始まりから重要な食料

資源の１つであったと考えられる（河口1982）。しかし、出土したコナラ属は炭化したものが多く、欠損や

変形といった炭化時および埋没中の影響により細かな種同定が難しい場合がある。また、同定されたとして

もコナラ属といった大分類にとどまるか、あるいは形状のみを根拠として種同定を行っている不十分な報告

例もみられる。しかし、縄文時代の人々が、食料としてどのコナラ属を選択していたのか正確に知ることは、

当時の生業活動を考える上で非常に重要である。というのも、コナラ属は種ごとに分布域や種実の成熟期、

渋味の原因であるタンニンの量が異なるため、当然、採取時期や採取行動、あるいはアク抜きといった処理

作業に影響を与えると考えられるからである。選択されたコナラ属の種同定が進めば、草創期の人々の行動

パターンについてさらなる考察が可能になると期待される。

　以上の問題意識から、本論では出土したコナラ属の同定方法を新たに提示し、縄文時代草創期に採集され

たコナラ属の種をより具体的に示す。そして当時の生業戦略の一端について明らかにする。

　

２．問題の抽出と時代設定

（１）堅果類の同定方法に関する研究

　ブナ科種子の同定に関する研究は岡本素治と小畑弘己の論考がある（岡本1979、小畑2004・2011）。岡本

はブナ科種子の中でもイチイガシを同定する根拠として３つのポイントを挙げている。１つ目は２枚の子葉

の合着度合い、２つ目は子葉の先端部の形状の違い、３つ目は子葉側面に観察される明瞭な溝状の圧痕であ

る。合着度合いとは、２枚の子葉が固着しているかいないかの差で、剥すことが困難のほどに固着している

種はブナ科ではクヌギ、アベマキ、イチイガシ、マテバシイ、シリブカガシの５種に限られる（岡本1979）。

子葉の先端部の形状は、先端部が尖るブナ科種子が多いのに対し、イチイガシはわずかな盛り上がりを見せ

るにとどまる。溝状の圧痕はイチイガシの特徴で、子葉の下部から中位あたりまで、１本ないし２本の明瞭な

圧痕が観察されることがある。これは胎座から発達する中軸維管束の影響によるものと考えられる（原2019）。

　小畑は子葉の同定について、形状と形態的特徴を根拠に識別法を示した（小畑2004・2011）。形状では、

子葉の縦断面の長幅比から―太型・中型・細型に区分し、形態的特徴では下部の窪みの有無を根拠としてい

る。これらの成果をもとに、小畑は鹿児島県の東黒土田遺跡や宮崎県王子山遺跡の出土資料について同定を

行い、コナラ、クヌギ、アベマキ（もしくはナラガシワ）の可能性が高いと示した（小畑2004・2006・

2011）。ただし、東黒土田遺跡のクヌギとコナラとの同定結果については、岡本の同定根拠と比較した場合、

一部疑問が残る。それは２枚の子葉の合着度合いである。東黒土田遺跡の発掘調査報告によれば、「子葉に
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４．第７〜10号遺物集中地点の形成

　第10号遺物集中地点では多くの剝片・砕片や削片が出土し、自然面を残すものや大形から小形のものまで

様々な製作段階上の資料が存在する点から、他の遺物集中地点よりも石器製作を盛んに行なっていたと考え

られる。器種組成・石材組成・製作技術は４つの遺物集中地点で共通しており、遺物集中地点を越えた接合

関係や母岩共有関係において、第10号遺物集中地点が含まれないものはほぼ存在しない。加えて、接合

No.91のように、第10号遺物集中地点で石器を製作し、他の遺物集中地点へ持ち出したと考えられる資料が

ある。これらのことから、主に第10号遺物集中地点において石器製作を行い、第７〜９号それぞれの遺物集

中地点へ製作した石器を運び出していたと考えられる（第９図）。

　また、第７〜９号遺物集中地点では丁寧に加工された小形のナイフ形石器・大形の二次加工や微細剥離の

ある剝片・石核というように出土する石器に一定の共通属性が見られる。つまり、完成されたツール・大形

剝片・石核を選択して持ち出し、その先で、ツールは使用され、大形剝片や石核は新たなツールや剝片の製

作を目的として持ち込まれたのではないだろうか。

　

５．おわりに

　小保戸遺跡 B1層下部で確認された第７〜10号遺物集中地点について、石器組成や接合状況を中心に検討

を行った。第10号遺物集中地点と第７〜９号遺物集中地点では性格が異なり、前者で石器を集中的に製作し、

必要な石器をその周囲にある後者へ持ち出していた可能性が考えられる。

　この遺構が当時の住居であるが否かという明確な根拠は得られなかった。一方で、第７～９号遺物集中地

点において、石器・炭化物を円形に囲むように礫が分布し、その外側では石器や炭化物がほとんど見られな

いという、礫が空間を仕切るともいえる様子は当時の住居を推察する上で重要な点であると考えられる。ま

た、礫や被熱状況の分析から、被熱した土壌が遺物集中部内で認められる点や礫が移動している可能性が示

されているほか（森永・池上2013）、礫群が調理後に廃棄されたことによって形成されたものであるとの指

摘もされている（保坂2015）。今後は、被熱状況を含めた礫群の検討、さらには他の遺跡との比較検討を行い、

これらの遺物集中地点の形成要因を探求していく必要がある。

　
【引用・参考文献】
栗原伸好2010「小保戸遺跡の環状分布を呈する礫群（速報）」『平成21年度考古学講座�かながわの旧石器時代のムラと住

まいを探る』神奈川県考古学会

栗原伸好2015「基調報告�小保戸遺跡の環状分布を呈する礫群」『20種年記念事業�公開セミナー記録集「神奈川の発掘成

果にみる考古学研究の転換点」−「発見」から導かれる研究の方向性−』公益財団法人かながわ考古学財団

公益財団法人かながわ考古学財団2013『小保戸遺跡�一般国道468号（さがみ縦貫道路相模原市城山地区）建設事業に伴う

発掘調査』公益財団法人かながわ考古学財団

保坂康夫2015「コメント①�小保戸遺跡第３文化層の環状分布を礫群研究の立場から説明する」『20種年記念事業�公開セ

ミナー記録集「神奈川の発掘成果にみる考古学研究の転換点」−「発見」から導かれる研究の方向性−』公益財団法人

かながわ考古学財団

森永速男・池上雄紀2013「磁気を用いた小保戸遺跡礫群環状礫の礫と土壌の被熱判定」『小保戸遺跡�一般国道468号（さ
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― 12 ― ― 13 ―

相良英樹 縄文時代草創期の植物質食料資源について

大小はなく、形に逆三角形が多く、楕円

形は少なく、すべての子葉は離れてい

る。」とある（瀬戸口1981）。もし炭化コ

ナラ属がクヌギであるならば、たとえ炭

化していても子葉が合着した個体は残る

可能性が高く、すべての子葉が２枚に分

離している点が不自然である。

　これらの研究を受け、筆者は子葉の

合着度合い、形態的特徴のほか、種ご

とに子葉柄から先端部までの長さが異

なることに着目し、同定を行う方法を提唱した（相良2019）。しかし、根拠とする現生標本については、個

体差を考慮すればより多くの試料と厳密な計測方法の確立が必要であった。また、なぜ特定種の子葉が合着

しているのかについて課題が残った。そこで本論では三つの点について改めて注目する。一つ目は現生試料

数をより増やすことである。二つ目は画像処理ソフトウェアを用いて精密に計測する。三つ目は子葉の合着

度合いについて、切片試料を作成し、子葉表面を観察する。

（２）縄文時代草創期の植物相の検討

　コナラ属のうち、どの種を対象とすべきか、縄文時代草創期の植物相を通じて検討したい。縄文時代草創

期は急激な気候変動があり、地球規模で比較的短期間に寒冷期と温暖期が繰り返されたことが知られる（中

川2023）。日本列島においてもボーリング調査や発掘時のトレンチ調査の成果から当該時期の植生研究が行

われてきた（辻1997・吉川1999など）。辻は西日本から関東地方における縄文時代の植生の変化について、

大きく４つの段階に分けている（辻1997）。第１段階は約13000年前で、モミ属・ツガ属・マツ属・トウヒ属

などの針葉樹に、主にコナラ亜属が増加傾向にある段階である。第２段階は約10000年前で、コナラ亜属を

主に、クマシデ属・ブナ属・クリ属などの落葉広葉樹が優先する植生に変化する段階である。第３段階は約

9000年前で、コナラ亜属を主とする落葉広葉樹の減少とエノキ属・ニレ属－ケヤキ属の増加があり、漸次的

に入れ代わる段階である。第４段階は8000年前で、アカガシ亜属とシイノキ属が急増し、照葉樹林が成立す

る段階である（辻1997）。近年の研究成果でも、おおよそ15000年前を境に西日本でコナラ亜属などの落葉広

葉樹が拡大することが知られている（高原2017・2023）。

　辻や高原の研究をもとに縄文時代草創期の植物相について概観すると、約15000年から13000年前における

日本列島各地の植生は針葉樹林が減少し、コナラ亜属などの落葉広葉樹林が増加したとまとめることができ

る。食料として利用可能なコナラ亜属が増加したことは、当時の生業を考える上で重要な変化といえる。し

かしながら、コナラ亜属の中のどの種が遺跡から出土するのかという点が課題として残る。次章以降で、こ

の点についてさらに検討してみよう。

　

３．コナラ亜属の同定方法について

　ここではこれまで筆者が過去の論文において用いた現生試料に、新たな試料を追加し、計測方法について

精緻化する。具体的には、これまでノギスを用いて試料を直接計測していた方法を改め、子葉をデジタルカ

メラで撮影し、得られた画像から画像処理ソフトウェアを用いて計測する。裸眼で計測していた方法から、

第１図　コナラ属の各部名称および計測部位
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画面上で拡大することでより正確な値を求めることができる利点がある。計測には Image J 1.52（National 

Institute of Mental Health,USA）を用いる（Rasband 1997-2012、Schneider 2012）。コナラ亜属の種につ

いては、本州島および九州島に自生するウバメガシ・クヌギ・アベマキ・カシワ・ミズナラ・コナラ・ナラ

ガシワの７種を対象とする。計測する点は子葉の長さと幅、子葉柄から先端部までの長さである（第１図）。

また、２枚の子葉がなぜ合着するのか、その理由についても改めて考える。具体的には現生コナラ亜属子葉

の横断面を観察し、合着の原因について探る。

（１）子葉柄から先端部分の長さ

　第２図は現生コナラ亜属の子葉柄から子葉の先端部までの長さを箱ひげ図で表したものである。試料は以

前に報告した試料（相良2019）に新たに採集したコナラ亜属を用い、再計測した。サンプル数は状態の良い

資料を中心に１母樹10点から50点程である。計測した結果、長さが１mm を下回る試料は無く、６mm を超え

る試料も確認されなかった。約2.3mm ～ 3.8mm の範囲ではすべての種が含まれるが、3.8mm を超える種はア

ベマキ、ウバメガシ、ミズナラの３種に限られる。個体差はあるが、種ごとに長さにまとまりが見られるこ

とが改めて確認された。また、胚の部分は子葉に窪みとして残り、子葉柄の痕跡とあわせ、炭化して胚が消

失しても観察・計測することが可能である。

（２）子葉の合着

　子葉の合着とは、２枚の子葉が合着し、剥がれにくい状態になっていることを指す。岡本が指摘するよう

に、コナラ属、マテバシイ属のうち、５種に認められる（岡本1979）。このうち、コナラ亜属ではアベマキ

とクヌギの２種に観察される。合着した２枚の子葉を無理に剥した場合、剥がされた痕跡が子葉表面の全面、

あるいはリング状に確認され、炭化しても観察されることは確認されている（相良2021）。また、この剥が

れた状態の表面を顕微鏡で確認するため、現生子葉で切片試料を作成し断面の細胞組織を観察した ¹。現生

子葉は2022年９月に八王子市内で採取したクヌギを用いた。また、比較のためにコナラも観察した。２枚の

子葉の合わせ面を観察した結果、細胞組織を確認することが出来た（第３図）。コナラもクヌギも細胞壁で

第２図　現生コナラ属の子葉柄から子葉先端部分までの長さ　箱ひげ図の箱は中央50％の値の範囲，上

ひげは上位25％と最大値，下ひげは下位25％と最小値，外れ値は〇，×が平均値，横線は中央値を示す．
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　ここではこれまで筆者が過去の論文において用いた現生試料に、新たな試料を追加し、計測方法について

精緻化する。具体的には、これまでノギスを用いて試料を直接計測していた方法を改め、子葉をデジタルカ

メラで撮影し、得られた画像から画像処理ソフトウェアを用いて計測する。裸眼で計測していた方法から、

第１図　コナラ属の各部名称および計測部位
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   第１図　コナラ属の各部名称および計測部位
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区画され、デンプンが充填

された小室が多数観察され

た。合わせ面の表面組織は、

試薬で染色していないため

明瞭に観察されなかったが

クチクラ層によって覆われ

ていると考えられる。コナ

ラとクヌギの違いは、コナ

ラの表面組織が平滑で合わ

せ目に隙間が見られるのに

対し、クヌギでは表面組織

に凹凸があり隙間が不明瞭

である点にある（第３図矢

印部分）。表面組織が平滑

ではないということは、合わせ目の表面組織の未分化、

あるいは退化によるものと考えられる。現時点では、表

面組織の構造の差が合着の原因と理解するが、発生過程

のより詳しい観察を行って証明する必要がある。

（３）子葉の平面形態

　第５図１は以前に報告（相良2019）したコナラ亜属現

生子葉の計測値を用いて平面形態をあらわした図である。

中央部分は中央値、十字に交差したバーの先端は最大値

を示す。ウバメガシ、ナラガシワ、コナラ、ミズナラの

長さと幅の比は、おおよそ２：１から1.5で長楕円形を示

す。アベマキ、クヌギ、カシワの長さと幅の比はおおよ

そ１：１か1.5：２を示し、円形あるいは楕円形、俵形の

形状を示す個体も見られる。これらの計測結果から、長

楕円形を A類、円形・楕円形・俵形を B類と分類する。

　次章では、ここで示した方法を実際の出土資料に適用し、同定を行うことにする。

　

４．対象とする資料・地域・時代

（１）遺跡の位置と概要（第４図）

　炭化した堅果類が出土した縄文時代草創期の遺跡について述べる。今回、草創期における県が類の利用状

況を検討するために、堅果類の出土が報告されている三つの遺跡をとりあげた。また、時代や地域も異なる

が、クヌギやカシワと同定されたコナラ属が出土した遺跡も参考資料として掲載する（第５図）。

➀東黒土田遺跡（鹿児島県）

　東黒土田遺跡は、鹿児島県志布志市志布志町内之倉に所在する縄文時代草創期の遺跡である。前川沿いの

第３図　現生コナラ属子葉の横断面．矢印は２枚の子葉の合わせ面を示す．

写真２　コナラ子葉横断面（10×40倍）写真１　コナラ子葉横断面（10×4倍）

写真４　クヌギ子葉横断面（10×40倍）写真３　クヌギ子葉横断面（10×4倍）

第４図　遺跡位置図

西鹿田中島遺跡

東黒土田遺跡

王子山遺跡

入間町城山遺跡

キウス４遺跡

0 400km

第３図　現生コナラ属子葉の横断面　矢印は２枚の子葉の合わせ面を示す．
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谷頭にある舌状台地上に立地する。1980年に河口貞徳らによって調査が実施され、舟形配石炉と貯蔵穴各１

基が検出された（瀬戸口1981・河口1982）。炭化したコナラ属はこの時に見つかった貯蔵穴からまとまって

出土しており、調査時に行われたβ線計測法による14Ｃ年代測定では11300±130　BP の測定結果が報告さ

れた。また、近年ではこのコナラ属子葉の一部について AMS 法による14Ｃ年代測定が行われ、13400cal BP

前後の年代が与えられている（工藤2012）。炭化コナラ属は鹿児島県歴史資料センター黎明館に寄贈されて

おり、一部が黎明館に展示されている。今回検討する炭化コナラ属はこの黎明館に展示されている資料であ

る。資料は全部で20点あり、すべて炭化したコナラ属の子葉部分である。また、２枚の子葉はすべて分離し

ており、一部を除いて胚の部分を観察することが出来た。

➁王子山遺跡（宮崎県）

　王子山遺跡は、宮崎県都城市山之口町に所在し、南那珂山地の麓付近にあるシラス台地の東側傾斜面落ち

１～３：東黒土田遺跡（鹿児島県歴史・美術センター黎明館所蔵）　４～10：王子山遺跡（都城市教育委員会所蔵）　

11・12：西鹿田中島遺跡　13：キウス４遺跡　14・15：入間町城山遺跡　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第５図　出土した炭化種実
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区画され、デンプンが充填

された小室が多数観察され

た。合わせ面の表面組織は、

試薬で染色していないため

明瞭に観察されなかったが

クチクラ層によって覆われ

ていると考えられる。コナ

ラとクヌギの違いは、コナ

ラの表面組織が平滑で合わ

せ目に隙間が見られるのに

対し、クヌギでは表面組織

に凹凸があり隙間が不明瞭

である点にある（第３図矢

印部分）。表面組織が平滑

ではないということは、合わせ目の表面組織の未分化、

あるいは退化によるものと考えられる。現時点では、表

面組織の構造の差が合着の原因と理解するが、発生過程

のより詳しい観察を行って証明する必要がある。

（３）子葉の平面形態

　第５図１は以前に報告（相良2019）したコナラ亜属現

生子葉の計測値を用いて平面形態をあらわした図である。
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そ１：１か1.5：２を示し、円形あるいは楕円形、俵形の

形状を示す個体も見られる。これらの計測結果から、長

楕円形を A類、円形・楕円形・俵形を B類と分類する。

　次章では、ここで示した方法を実際の出土資料に適用し、同定を行うことにする。

　

４．対象とする資料・地域・時代

（１）遺跡の位置と概要（第４図）

　炭化した堅果類が出土した縄文時代草創期の遺跡について述べる。今回、草創期における県が類の利用状

況を検討するために、堅果類の出土が報告されている三つの遺跡をとりあげた。また、時代や地域も異なる

が、クヌギやカシワと同定されたコナラ属が出土した遺跡も参考資料として掲載する（第５図）。

➀東黒土田遺跡（鹿児島県）

　東黒土田遺跡は、鹿児島県志布志市志布志町内之倉に所在する縄文時代草創期の遺跡である。前川沿いの
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４遺跡で、縄文時代後期後葉の住居跡から出土したカシワである。もう１つは東京都調布市の入間町城山遺

跡で、古墳時代前期の住居跡から出土したクヌギである。キウス４遺跡の資料は平面形態の観察ではカシワ

かクヌギに類似するが、北海道の植生はコナラ、ミズナラ、カシワの３種に限定されることから報告の通り

カシワの可能性が高いと判断される。入間城山遺跡のクヌギは34点中、14点の子葉が合着しているのが確認

された。また、剥がれた個体の子葉合わせ面には剥がれた痕跡がリング状に見られる個体もあった（第５図

矢印部分）。平面形態および２枚の子葉の合着程度や剥がれた痕跡から判断してクヌギ以外の可能性は低い

と考えられる。

　

５．分析

　第２章で示した同定根拠を基に各遺跡から出土した

炭化子葉について分析する。観察と計測の結果、東黒

土田遺跡は A 類が２点、B 類が18点であった（第６図

２）。小畑が示すように子葉の平面形態からは２類に

分類される。子葉柄から先端部までの長さは、A 類が

2.3mm 前後、B 類３mm 付近を中央値として、2.4mm か

ら3.7mm を測る（第７図）。２枚の子葉はすべて分離

していた。合わせ面は、泥が付着して観察できなかっ

た個体もあるが、観察可能な個体はすべて平滑で剥が

れた痕跡は見られなかった。王子山遺跡は炭化子葉破

片のうち、子葉柄から先端部までが観察可能な個体は

７点、このうち平面形の計測可能な資料は３点で、A

類２点、B類１点である（第６図３）。子葉から先端部までの長さは、A類が1.8mm から3.6mm でやや幅があり、

B 類は2.8mm、2.9mm と近い数値を示した（第７図）。特に B 類の合わせ目の表面は、泥の付着と風化により

剥がれた痕跡は観察できなかった。西鹿田中島遺跡では観察した結果、コナラ属の子葉と判断されたのは75

号土坑出土の A 類１点であった（第６図４）。子葉柄から先端部までの長さは2.9mm を測る（第７図）。合せ

目の表面は泥の付着と風化が見られた。

　子葉柄から先端部までの長さ、子葉の平面形態、合着程度と合わせ面の表面観察を総合した結果、東黒土

田遺跡のコナラ属のうち、A 類と分類された種はコナラかナラガシワの可能性が高く、B 類と分類された種

は形状と先端部の長さからはアベマキ、クヌギ、カシワの計測値範囲に相当するが、２枚の子葉がすべて分

離している点と合わせ面の観察所見を考慮し、カシワの可能性が高いと判断した。王子山遺跡では A類はコ

ナラかナラガシワ、B 類はアベマキ、クヌギ、カシワに相当する。B 類は子葉が分離していたが、２点のみ

であり、合わせ面の情報を得られなかったことから、カシワに絞り込むことは難しいと判断した。西鹿田中

島遺跡の A類１点についてはコナラかナラガシワの可能性が高い。

　

６．考察

（１）縄文時代草創期の植物相との比較から

　上記の分析から、東黒土田遺跡のコナラ属は A 類がコナラかナラガシワ、B 類がカシワの可能性が高く、
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第７図　出土資料の子葉柄から子葉先端部分までの長さ　

１：東黒土田遺跡　２：王子山遺跡　３：西鹿田中島遺跡
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第７図　出土資料の子葉柄から子葉先端部分までの長さ　

１：東黒土田遺跡　２：王子山遺跡　３：西鹿田中島遺跡
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際の緩やかな平坦地に立地

する。縄文時代草創期から

早期の遺跡である。南那珂

山地の麓付近にあるシラス

台地の東側傾斜面落ち際の

緩やかな平坦地に立地す

る。遺構は竪穴状遺構、土

坑、炉穴などから構成され

ており、遺構の時期は出土

した隆帯文土器などから縄

文時代草創期の中葉から後

葉とされる。炭化したコナ

ラ属子葉は土坑（SC28）と

炉穴（SC33・SC37）より出

土した。個体復原可能な子

葉14点の同定結果では、プ

ロポーションから A 類と B

類に分類され、A 類がコナ

ラかミズナラ、B 類がアベマキかナラガシワの領域と判定された。最終的に12点がコナラかミズナラ、２点

がアベマキと考えられた。なお、SC28より出土した炭化コナラ属子葉の試料１点は AMS 法による14Ｃ年代測

定が行われ13410-13180cal�BP の年代が得られている。

③西鹿田中島遺跡（群馬県）

　西鹿田中島遺跡は、群馬県新田郡笠懸町大字西鹿田字中島地内に所在する縄文時代草創期の遺跡である。

鏑木川や早川といった河川によって開析された扇状地段丘面に形成された舌状台地の先端部に立地する。炭

化したブナ科堅果としては、草創期に遡る71号土坑から下部が破損した資料２点、75号土坑から２枚に剥が

れた子葉の片方が１点出土した。樹種同定を行ったところ71号土坑から出土した炭化ブナ科種実は、形状か

らみてカシワの可能性が高く、75号土坑のブナ科種実はコナラの可能性が高いと報告されている（笠懸町教

育委員会2003）。共伴する遺物はどちらの土坑からも厚手爪形文土器が出土しており、71号土坑については

粘土を試料とした年代測定が行われ、11180±40BP との値が出ている。筆者が岩宿博物館にて実見したのは、

71号土坑の資料１点と75号土坑の資料１点である。71号土坑の資料は、平面形は楕円形に近く、やや尖った先

端部に丸い突起があり、これが胚の一部と推定された。片面は丸みを帯び、その裏側は偏平となる。偏平部分

に沿って側面に２枚の子葉のつなぎ目が観察されたことから、２枚の子葉が合着したタイプの種子である。コ

ナラ属には見られない形状であり、クリ属に近い印象があるが、下部は欠損しており、同定には至らなかった。

75号土坑の資料は、平面形が長楕円形、子葉の合せ目の先端には胚の痕跡が窪みとして観察された。

④その他の遺跡

　今回、縄文時代草創期の遺跡から出土したコナラ属がクヌギと同定されているが、比較のために他の地域・

時代ではあるが、クヌギやカシワと同定された炭化子葉についても掲載する。１つは北海道千歳市のキウス
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第６図　コナラ亜属子葉平面計測図　１：現生子葉．２：東黒土田遺跡資料．

        ３：王子山遺跡資料　４：西鹿田中島遺跡資料

１ ２

３ ４

資料３～ 20 （B 類）

資料１ ・ ２ （A 類）

クヌギ

アベマキ

コナラ

ナラガシワ

カシワ

ミズナラ

ウバメガシ長さ

幅 （cm）
1 2 3 4

1

2

3

4

0

長さ

幅 （cm）
1 2 3 4

1

2

3

4

0

資料４ （B 類）

資料１ ・ ２ （A 類）

長さ

幅 （cm）
1 2 3 4

1

2

3

4

0

資料１ （A 類）

長さ

幅 （cm）
1 2 3 4

1

2

3

4

0

第６図　コナラ亜属子葉平面計測図　１：現生子葉．２：東黒土田遺跡資料．

        ３：王子山遺跡資料　４：西鹿田中島遺跡資料
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４遺跡で、縄文時代後期後葉の住居跡から出土したカシワである。もう１つは東京都調布市の入間町城山遺

跡で、古墳時代前期の住居跡から出土したクヌギである。キウス４遺跡の資料は平面形態の観察ではカシワ

かクヌギに類似するが、北海道の植生はコナラ、ミズナラ、カシワの３種に限定されることから報告の通り

カシワの可能性が高いと判断される。入間城山遺跡のクヌギは34点中、14点の子葉が合着しているのが確認

された。また、剥がれた個体の子葉合わせ面には剥がれた痕跡がリング状に見られる個体もあった（第５図

矢印部分）。平面形態および２枚の子葉の合着程度や剥がれた痕跡から判断してクヌギ以外の可能性は低い

と考えられる。

　

５．分析

　第２章で示した同定根拠を基に各遺跡から出土した

炭化子葉について分析する。観察と計測の結果、東黒

土田遺跡は A 類が２点、B 類が18点であった（第６図

２）。小畑が示すように子葉の平面形態からは２類に

分類される。子葉柄から先端部までの長さは、A 類が

2.3mm 前後、B 類３mm 付近を中央値として、2.4mm か

ら3.7mm を測る（第７図）。２枚の子葉はすべて分離

していた。合わせ面は、泥が付着して観察できなかっ

た個体もあるが、観察可能な個体はすべて平滑で剥が

れた痕跡は見られなかった。王子山遺跡は炭化子葉破

片のうち、子葉柄から先端部までが観察可能な個体は

７点、このうち平面形の計測可能な資料は３点で、A

類２点、B類１点である（第６図３）。子葉から先端部までの長さは、A類が1.8mm から3.6mm でやや幅があり、

B 類は2.8mm、2.9mm と近い数値を示した（第７図）。特に B 類の合わせ目の表面は、泥の付着と風化により

剥がれた痕跡は観察できなかった。西鹿田中島遺跡では観察した結果、コナラ属の子葉と判断されたのは75

号土坑出土の A 類１点であった（第６図４）。子葉柄から先端部までの長さは2.9mm を測る（第７図）。合せ

目の表面は泥の付着と風化が見られた。

　子葉柄から先端部までの長さ、子葉の平面形態、合着程度と合わせ面の表面観察を総合した結果、東黒土

田遺跡のコナラ属のうち、A 類と分類された種はコナラかナラガシワの可能性が高く、B 類と分類された種

は形状と先端部の長さからはアベマキ、クヌギ、カシワの計測値範囲に相当するが、２枚の子葉がすべて分

離している点と合わせ面の観察所見を考慮し、カシワの可能性が高いと判断した。王子山遺跡では A類はコ

ナラかナラガシワ、B 類はアベマキ、クヌギ、カシワに相当する。B 類は子葉が分離していたが、２点のみ

であり、合わせ面の情報を得られなかったことから、カシワに絞り込むことは難しいと判断した。西鹿田中

島遺跡の A類１点についてはコナラかナラガシワの可能性が高い。

　

６．考察

（１）縄文時代草創期の植物相との比較から

　上記の分析から、東黒土田遺跡のコナラ属は A 類がコナラかナラガシワ、B 類がカシワの可能性が高く、
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第７図　出土資料の子葉柄から子葉先端部分までの長さ　

１：東黒土田遺跡　２：王子山遺跡　３：西鹿田中島遺跡
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第７図　出土資料の子葉柄から子葉先端部分までの長さ　

１：東黒土田遺跡　２：王子山遺跡　３：西鹿田中島遺跡
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際の緩やかな平坦地に立地

する。縄文時代草創期から

早期の遺跡である。南那珂

山地の麓付近にあるシラス

台地の東側傾斜面落ち際の

緩やかな平坦地に立地す

る。遺構は竪穴状遺構、土

坑、炉穴などから構成され

ており、遺構の時期は出土

した隆帯文土器などから縄

文時代草創期の中葉から後

葉とされる。炭化したコナ

ラ属子葉は土坑（SC28）と

炉穴（SC33・SC37）より出

土した。個体復原可能な子

葉14点の同定結果では、プ

ロポーションから A 類と B

類に分類され、A 類がコナ

ラかミズナラ、B 類がアベマキかナラガシワの領域と判定された。最終的に12点がコナラかミズナラ、２点

がアベマキと考えられた。なお、SC28より出土した炭化コナラ属子葉の試料１点は AMS 法による14Ｃ年代測

定が行われ13410-13180cal�BP の年代が得られている。

③西鹿田中島遺跡（群馬県）

　西鹿田中島遺跡は、群馬県新田郡笠懸町大字西鹿田字中島地内に所在する縄文時代草創期の遺跡である。

鏑木川や早川といった河川によって開析された扇状地段丘面に形成された舌状台地の先端部に立地する。炭

化したブナ科堅果としては、草創期に遡る71号土坑から下部が破損した資料２点、75号土坑から２枚に剥が

れた子葉の片方が１点出土した。樹種同定を行ったところ71号土坑から出土した炭化ブナ科種実は、形状か

らみてカシワの可能性が高く、75号土坑のブナ科種実はコナラの可能性が高いと報告されている（笠懸町教

育委員会2003）。共伴する遺物はどちらの土坑からも厚手爪形文土器が出土しており、71号土坑については

粘土を試料とした年代測定が行われ、11180±40BP との値が出ている。筆者が岩宿博物館にて実見したのは、

71号土坑の資料１点と75号土坑の資料１点である。71号土坑の資料は、平面形は楕円形に近く、やや尖った先

端部に丸い突起があり、これが胚の一部と推定された。片面は丸みを帯び、その裏側は偏平となる。偏平部分

に沿って側面に２枚の子葉のつなぎ目が観察されたことから、２枚の子葉が合着したタイプの種子である。コ

ナラ属には見られない形状であり、クリ属に近い印象があるが、下部は欠損しており、同定には至らなかった。

75号土坑の資料は、平面形が長楕円形、子葉の合せ目の先端には胚の痕跡が窪みとして観察された。

④その他の遺跡

　今回、縄文時代草創期の遺跡から出土したコナラ属がクヌギと同定されているが、比較のために他の地域・

時代ではあるが、クヌギやカシワと同定された炭化子葉についても掲載する。１つは北海道千歳市のキウス
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第６図　コナラ亜属子葉平面計測図　１：現生子葉．２：東黒土田遺跡資料．

        ３：王子山遺跡資料　４：西鹿田中島遺跡資料
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用される一方で、カシワのようにタンニン含有率が低い種を選択して採集していた可能性がある。

（３）縄文時代草創期の堅果類の利用方法について

　タンニン含有率の低いコナラ属（ドングリ）を選択する理由について、理化学分析結果などからも考えて

みたい。近年、縄文時代草創期の土器内面の付着物について炭素・窒素安定同位体比を用いた分析が行われ

ている。その結果、縄文時代草創期の土器は水産資源を加工するために用いられた可能性が示された（國木

田ほか2012・Craig� et� al� 2013）。東京の前田耕地遺跡では縄文時代草創期の無文土器のほか、サケ科の歯

骨などが大量に出土しており、初期の土器と水産資源の組み合わせが示唆される（東京都教育委員会2002）。

一方、王子山遺跡の土器内面付着物の分析結果からは、動物性および植物性の食料を煮炊きした際にできた

炭化物の可能性が指摘され、肉や脂などの動物質の食料とドングリ類を煮ることで渋味を軽減する仮説が提

示された（工藤2014）。土器で煮沸することでコナラ属のアクを抜く調理方法を否定するものではないが、

今回のカシワ相当の同定案にも関係する重要な視点である。水さらし以外の脱渋法や調理による脱渋効果に

ついては、油とタンパク質含有の多い肉とどんぐりの組み合わせの調理で、渋味が顕著に低下した報告もあ

る（八田ほか2005）。また、アイヌ民族もカシワ・ミズナラを食用としており、ニセウ・ラタシケップと呼

ばれる、乾燥させ皮を剥いだカシワの実を豆と一緒に煮て、油をかけながら杓子でこねたドングリ料理の例

がある（知里1976）。これはアク抜きをせずとも、渋味を弱める調理方法であり、経験的な脱渋方法である。

しかし、経験的な脱渋方法とはいえ、タンニンは元来、消化阻害物質であり急性の毒物としても作用すること

が知られており、多量に摂取することは人体に影響を及ぼすと考えられる（島田2022）。

　以上の点を考慮すると、縄文時代草創期において、タンニン含有率の低いカシワなどの種が選択される理

由は、アク抜きを行わない調理方法を用いた結果であると考えられる。タンニンが少なければ、それだけタ

ンニン摂取のリスクを減らし、より多くのデンプンを摂取することが可能になるからである。前期以降にな

ると、九州ではよりタンニンの少ないイチイガシが貯蔵穴出土例の９割を占めるようになる（佐々木2023）。

これは、九州における常緑広葉樹の拡大という環境適応以外に、アク抜きを極力避けた生業戦略へ転換した

ことが一因にあると考えられる。

　縄文時代草創期におけるアク抜き処理を行わない脱渋の可能性を指摘した。これまでの縄文時代の生業研

究においては、ドングリ類はアク抜きを行うことが前提（渡辺1975）であったが、見直す結果となった。ア

ク抜きを行わない原因の一つには、食料加工技術の未発達があると考えられる。その一方でアク抜き処理を

行わない調理は健康被害というリスクがあり、多量に摂取できない欠点がある。約15000年前以降の気候変

動を契機として人口密度の上昇が推測されており（森先2015）、タンニンを含有する堅果類の採集の背景には、

リスクにも手を出さざるを得ない人口密度上昇が起こっていた可能性がある。他の遺物や遺構などもあわせ

さらなる検証が必要ではあるが、堅果類をとおしてみた縄文時代草創期は、旧石器時代以来の狩猟活動に少

量の堅果類の採集が組み込まれた半遊動的、半定住的な生業活動が開始された時期と考えられる。

　

７．おわりに

　縄文時代草創期のコナラ亜属の種同定を試みるために、同定方法について再検討し、同定の根拠を改めて

提示した。同定する上で、子葉柄から先端部分までの長さ、子葉の合着程度と合着の痕跡、子葉の平面形態

の３つについては、有効な方法であると言える。鹿児島県の東黒土田遺跡のコナラ属は、多くがカシワの可

能性が高いとした。生業戦略の視点からカシワを選択する理由について仮説を提示した。この選択が全国に
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他の遺跡の同定結果もすべてコナラ亜属と判断された。九州では約15000年前以降、マツ科の常緑針葉樹が

退行し、コナラ亜属が拡大したことが知られており、同定結果と近年の研究成果は整合する（高原2017）。

辻誠一郎は植生主要構成種について、暖かさの指数から説明している ²（辻1997）。暖かさ指数によれば、

50 ～ 80°ではカシワ、イヌブナ、ミズナラ、ブナなどが構成種であるのに対し、クヌギやアカガシなどは

90 ～ 130°の構成種に含まれる。一方でコナラやクリは50 ～ 130°までの構成種に含まれることから、適応

の幅が広い。東黒土田遺跡のコナラ属はカシワとコナラ・ナラガシワの可能性が高い同定結果を出した。出

土数ではカシワ相当種が多いのが特徴であり、暖かさ指数ではカシワが構成種に含まれる50～ 80°にある落

葉広葉樹の環境を示していると考えられる。年代の近い王子山遺跡の A類はコナラ・ナラガシワの可能性が高

いが、B類の同定については暖かさ指数を考えれば、クヌギよりもカシワの可能性を考慮する必要がある。

（２）選択されたコナラ亜属の特性

　選択されたコナラ亜属について、『アク』と呼ばれるタンニンの含有率から考える。第８図は各コナラ属

の１個あたりのタンニンとフェノール類・テルペン類の含有率を示している。比較のためにトチノキ属の化

学成分についても示した。タンニン含有率についてみると、２％以下はイチイガシとトチノキに限られる。

イチイガシは縄文時代早期以降では、佐賀県の東名遺跡のように大量に出土する西日本を代表する堅果類で

あり、ほとんどアク抜きをする必要がない種とされる。カシワは４％以下で、イチイガシ、トチノキに次い

でタンニン含有率が低いといわれる。東黒土田遺跡ではカシワ相当種の出土量が多い結果となった。一方で、

コナラ・ナラガシワ相当種は少数ながら今回実見した３つの遺跡全てにおいて確認された。カシワに比べタ

ンニンの含有率は５～７％と高いが、普遍的に採集された植物質食料の１つと言える。資料が少ないため、

今後の資料増加を待ちたいが、イチイガシなど常緑広葉樹が拡大する以前の九州においては、複数の種が利

第８図　コナラ属・トチノキ果実の化学成分

上：１個あたりのタンニン平均含有率（％）　下：フェノール類・テルペン類含有率（％）

島田（2022）の表4.1成分表および　星崎（2009）の表２を基に作成
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用される一方で、カシワのようにタンニン含有率が低い種を選択して採集していた可能性がある。

（３）縄文時代草創期の堅果類の利用方法について

　タンニン含有率の低いコナラ属（ドングリ）を選択する理由について、理化学分析結果などからも考えて

みたい。近年、縄文時代草創期の土器内面の付着物について炭素・窒素安定同位体比を用いた分析が行われ

ている。その結果、縄文時代草創期の土器は水産資源を加工するために用いられた可能性が示された（國木

田ほか2012・Craig� et� al� 2013）。東京の前田耕地遺跡では縄文時代草創期の無文土器のほか、サケ科の歯

骨などが大量に出土しており、初期の土器と水産資源の組み合わせが示唆される（東京都教育委員会2002）。

一方、王子山遺跡の土器内面付着物の分析結果からは、動物性および植物性の食料を煮炊きした際にできた

炭化物の可能性が指摘され、肉や脂などの動物質の食料とドングリ類を煮ることで渋味を軽減する仮説が提

示された（工藤2014）。土器で煮沸することでコナラ属のアクを抜く調理方法を否定するものではないが、

今回のカシワ相当の同定案にも関係する重要な視点である。水さらし以外の脱渋法や調理による脱渋効果に

ついては、油とタンパク質含有の多い肉とどんぐりの組み合わせの調理で、渋味が顕著に低下した報告もあ

る（八田ほか2005）。また、アイヌ民族もカシワ・ミズナラを食用としており、ニセウ・ラタシケップと呼

ばれる、乾燥させ皮を剥いだカシワの実を豆と一緒に煮て、油をかけながら杓子でこねたドングリ料理の例

がある（知里1976）。これはアク抜きをせずとも、渋味を弱める調理方法であり、経験的な脱渋方法である。

しかし、経験的な脱渋方法とはいえ、タンニンは元来、消化阻害物質であり急性の毒物としても作用すること

が知られており、多量に摂取することは人体に影響を及ぼすと考えられる（島田2022）。

　以上の点を考慮すると、縄文時代草創期において、タンニン含有率の低いカシワなどの種が選択される理

由は、アク抜きを行わない調理方法を用いた結果であると考えられる。タンニンが少なければ、それだけタ

ンニン摂取のリスクを減らし、より多くのデンプンを摂取することが可能になるからである。前期以降にな

ると、九州ではよりタンニンの少ないイチイガシが貯蔵穴出土例の９割を占めるようになる（佐々木2023）。

これは、九州における常緑広葉樹の拡大という環境適応以外に、アク抜きを極力避けた生業戦略へ転換した

ことが一因にあると考えられる。

　縄文時代草創期におけるアク抜き処理を行わない脱渋の可能性を指摘した。これまでの縄文時代の生業研

究においては、ドングリ類はアク抜きを行うことが前提（渡辺1975）であったが、見直す結果となった。ア

ク抜きを行わない原因の一つには、食料加工技術の未発達があると考えられる。その一方でアク抜き処理を

行わない調理は健康被害というリスクがあり、多量に摂取できない欠点がある。約15000年前以降の気候変

動を契機として人口密度の上昇が推測されており（森先2015）、タンニンを含有する堅果類の採集の背景には、

リスクにも手を出さざるを得ない人口密度上昇が起こっていた可能性がある。他の遺物や遺構などもあわせ

さらなる検証が必要ではあるが、堅果類をとおしてみた縄文時代草創期は、旧石器時代以来の狩猟活動に少

量の堅果類の採集が組み込まれた半遊動的、半定住的な生業活動が開始された時期と考えられる。

　

７．おわりに

　縄文時代草創期のコナラ亜属の種同定を試みるために、同定方法について再検討し、同定の根拠を改めて

提示した。同定する上で、子葉柄から先端部分までの長さ、子葉の合着程度と合着の痕跡、子葉の平面形態

の３つについては、有効な方法であると言える。鹿児島県の東黒土田遺跡のコナラ属は、多くがカシワの可

能性が高いとした。生業戦略の視点からカシワを選択する理由について仮説を提示した。この選択が全国に
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他の遺跡の同定結果もすべてコナラ亜属と判断された。九州では約15000年前以降、マツ科の常緑針葉樹が

退行し、コナラ亜属が拡大したことが知られており、同定結果と近年の研究成果は整合する（高原2017）。

辻誠一郎は植生主要構成種について、暖かさの指数から説明している ²（辻1997）。暖かさ指数によれば、

50 ～ 80°ではカシワ、イヌブナ、ミズナラ、ブナなどが構成種であるのに対し、クヌギやアカガシなどは

90 ～ 130°の構成種に含まれる。一方でコナラやクリは50 ～ 130°までの構成種に含まれることから、適応

の幅が広い。東黒土田遺跡のコナラ属はカシワとコナラ・ナラガシワの可能性が高い同定結果を出した。出

土数ではカシワ相当種が多いのが特徴であり、暖かさ指数ではカシワが構成種に含まれる50～ 80°にある落

葉広葉樹の環境を示していると考えられる。年代の近い王子山遺跡の A類はコナラ・ナラガシワの可能性が高

いが、B類の同定については暖かさ指数を考えれば、クヌギよりもカシワの可能性を考慮する必要がある。

（２）選択されたコナラ亜属の特性

　選択されたコナラ亜属について、『アク』と呼ばれるタンニンの含有率から考える。第８図は各コナラ属

の１個あたりのタンニンとフェノール類・テルペン類の含有率を示している。比較のためにトチノキ属の化

学成分についても示した。タンニン含有率についてみると、２％以下はイチイガシとトチノキに限られる。

イチイガシは縄文時代早期以降では、佐賀県の東名遺跡のように大量に出土する西日本を代表する堅果類で

あり、ほとんどアク抜きをする必要がない種とされる。カシワは４％以下で、イチイガシ、トチノキに次い

でタンニン含有率が低いといわれる。東黒土田遺跡ではカシワ相当種の出土量が多い結果となった。一方で、

コナラ・ナラガシワ相当種は少数ながら今回実見した３つの遺跡全てにおいて確認された。カシワに比べタ

ンニンの含有率は５～７％と高いが、普遍的に採集された植物質食料の１つと言える。資料が少ないため、

今後の資料増加を待ちたいが、イチイガシなど常緑広葉樹が拡大する以前の九州においては、複数の種が利

第８図　コナラ属・トチノキ果実の化学成分

上：１個あたりのタンニン平均含有率（％）　下：フェノール類・テルペン類含有率（％）

島田（2022）の表4.1成分表および　星崎（2009）の表２を基に作成
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まで一般化できるのか、さらなる検証が必要である。仮説の検証のためには、より多くの資料を実見する必

要があるが、縄文時代草創期のコナラ属出土例はまだまだ少ない。早期出土のコナラ属との比較も含め、資

料実見を増やす必要がある。また、同定するための現生コナラ属子葉の試料数も増やし、同定の根拠につい

ても引き続き検討していきたい。縄文時代草創期は日本列島における堅果類利用の黎明期といえる。草創期

の利用植物について考察することは縄文時代の開始という本質的意義にも関わる課題である。
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【注】
註１　�切片試料は国立科学博物館筑波研究資料センターにある滑走式ミクロトーム（LEICA�SM�2000R）を用いて作成した。

註２　�暖かさ指数は、月平均気温が５℃以上の月について、その月の平均気温から５℃を除した値どうしを足し合わせて

求める（吉良1949）。
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